
第 11 期活動報告 心理小委員会 

 

1.小委員会の目的 

心理小委員会は，「公共的地下空間の知覚環境に関する研究」を基本テーマとし，心理

学の観点から，地下空間における人間の知覚・認知・行動特性等について研究する。 

公共的地下空間の多様な利用者の知覚環境，災害時行動などに重点を置いた検討を進

め，その成果を実際の地下施設への適用に資することを目的とする。 

 

2.研究内容 

2.1 研究テーマ 

(1) 地下空間における安全・安心な案内表示の検討 

 複数の路線が接続された地下鉄における人間の流動を円滑化することを目的とし

たマクロ-ミクロ視点で人間の行動特性を評価する実験から安全・安心な案内表示を

提案する。 

(2) 地下空間における災害時の人間の避難行動特性の解明 

 火災や浸水等の災害が生じた際の利用者の安全を担保することを目的としたマク

ロ-ミクロ視点で人間の行動特性を評価する実験から災害時の人間の行動特性を解明

する。 

(3) デジタル空間に再現された地下空間における人間を対象とした知覚・認知・行動特

性等の研究の有効性の検討 

 従来の地下空間における人間の知覚・認知・行動特性等に関する研究は実空間の

フィールドを対象としておこなわれてきた。これに対し，近年，実空間に近い質感

で地下空間をデジタル空間に再現することが可能になった。このようなデジタル空

間における人間を対象とした研究の有効性を実空間における研究と比較することで

検討する。 

 

2.2 研究方針 

特に，従来の手法で解決することができなかった「心理」にまつわる ① 未解決な課題 

② 時代の推移にともない生じた新たな課題 に対して，デジタル技術や生体計測等の新た

な手法を積極的に活用することで，心理に携わる学識経験者と地下空間に関わる各分野の

委員が連携しておこなう。 

 また，活動期間を通じて，「心理」にまつわる課題を検討し，新たな研究内容の検討を

おこない，研究活動につなげる。 

 

 

 

 



2.3 研究スケジュール（3 か年） 

 

活動内容／年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 

1 2.1 の研究内容の準備    

2 2.1 に関する研究活動    

3 2.1 に関する研究成果とり

まとめ 

   

4 新たな研究内容の検討    

 

3.研究体制（委員長／幹事） 

・委員長：木暮敏昭 (東京地下鉄(株)) 

・副委員長：加藤 完治(㈱GK 設計) 

・幹事：廣井 悠(東京大学)，棚橋 重仁(新潟大学) 

 

 


